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成推進事業」に採択されており，地域学部の海外留学経験者数の目標値は 2012 年度 12 名（内 3 か
月未満の短期留学，以下同様：8 名），2013 年度 14 名（10 名），2014 年度 15 名（10 名），2015 年度
23 名（18 名），そして最終年度である 2016 年度は 38 名（30 名）に設定されている。このうち 3 ヶ
月未満の短期プログラムの中心となるものが「海外フィールド演習」である。 
海外フィールド演習は 2010 年度の韓国・江原大学校における実習（田川・永松，2010）を皮切り
に試行錯誤を重ねてきたが，2012 年度は表 1 にあるような 5 つの海外フィールド演習パイロットプ
ログラムが企画された。今年度は新たにインドネシアプログラムを加えてアジア地域のプログラム
の充実を図るとともに，はじめてアジア以外での実施を検討するためアメリカプログラムの試行も
行われた。実施地域の状況により 1 つのプログラムは中止を余儀なくされたが 4 つのパイロットプ
ログラムが実施され，「海外フィールド演習」を行っていくうえでの課題の洗い出しがなされた。本
稿では企画から準備までの過程および地域調査の内容とその課題を検討することを目的に，昨年度
に引き続き 2012 年度実施されたパイロットプログラムのうち，2013 年 3 月 3 日から 3 月 11 日まで
























フエ省（Tỉnh Thừa Thiên - Huế）は世界遺産
の古都フエを有し，人口は 1,091,171 人
（2010 年），面積は 5,033km2 で省都フエ市
（Thành phố Huế）とフオンチャー町（市社










は約 16km，自動車でおおよそ 30 分程度の距離にある（図 1）。ベトナムを縦断する主要幹線の国道
1 号線からは省道 3 号線を経由しておおよそ 10km 東方に行ったところであり，基本的には純農村
の性格を有する。大学に進学する若者もではじめているが，卒業後に帰郷せず，都市部での就職を
行う者が多い。そのため「高齢化」といった課題を村民が口にする地域でもある。人口は 6,753 人
（2012 年），面積は 18.11km2 で労働人口の 78.8%が農業の従事する。米の二期作が中心であり，加
えて合作社（Hợp tác xã）がキノコ類の換金作物の生産にも力を入れている。 
自然環境グループはフールオン行政村内を中心にフィールド演習を行い，必要に応じて周辺地域
のエクスカーションを行った。一方，集落社会グループと集落資源グループはフールオン行政村の
中のレーサーチュン村（Thôn Lê Xá Trung）に絞ってフィールド演習を行うこととした。行政村はサ
ー（xã）と称され憲法に規定された行政単位である（筒井ほか，2011）のに対して，日本の集落に
相当するものは村（thôn）と呼ばれ，フールオン行政村には 10 の村がある。その一つのレーサーチ
表 1 2012 年度「海外フィールド演習」パイロットプログラムの一覧 
















































英語と日本語 5名 仲野 誠（地域政策学科）
小泉元宏（地域文化学科）
注）担当教職員の所属はプログラム実施当時のものである。
図 1 フールオン行政村位置図 
出典：“Tập bản đồ hành chính 63 tỉnh, thành phố Việt Nam 2011”を加工 
2012年度海外フィールド演習パイロットプログラムの一覧


















































ュン村は人口 254 人，世帯数 57 世帯（いず




























参加学生の募集の開始は昨年度よりも約 1 か月早めて 11 月 14 日から冬季休業期間を挟んで 1 月
9 日までの間で行った。今年度は日本学生支援機構（JASSO）の留学生交流支援制度（ショートビ
ジット）の採択を受けて，参加学生には 1 人当たり 8 万円の奨学金支援があった。その定員との関
係で募集人員は昨年度より多い 10 名程度とした。そのため準備の過程で調査担当を担う教員だけで
は現地での対応に支障をきたす可能性があるため，会計及び庶務を担当する事務職員の帯同の可能
性についても同時並行で検討を進めた。参加学生の仮申し込みは全 4 学科から 19 名であった。説明
会を 1 月 8 日に開催し，プログラム内容への関心度，これまでの大学主催の留学プログラムの参加
状況などを把握する一方，海外フィールド演習の他のプログラムとの募集人数の調整を行い，募集
人員よりを多い 14 名の参加者を確定した（表 3）。またこの時点で調査プログラム担当を小玉，仲
野の 2 教員で担うには参加学生が多すぎるとの判断から，全体調整担当の筒井も別途調査プログラ
ムを担当することとした。 
図 2 レーサーチュン村とその周辺 
出典：ESRI ArcGIS Explore online より転載 
(c) 2011 Microsoft Corporation and its data suppliers 
 
 
写真 1 村の集会所 
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2013年3月25日 ベトナムへの学生フィードバック提出期限  
表 3 参加学生の一覧 
所属 性別 学年 調査グループ
1 地域環境学科 女 2 自然環境
2 地域環境学科 女 3 自然環境
3 地域政策学科 男 3 集落資源
4 地域政策学科 女 3 集落資源
5 地域政策学科 女 2 集落資源
6 地域政策学科 女 2 集落資源
7 地域政策学科 女 2 集落資源
8 地域政策学科 女 2 集落資源
9 地域教育学科 男 3 集落社会
10 地域文化学科 女 3 集落社会
11 地域政策学科 女 2 集落社会
12 地域政策学科 女 2 集落社会
13 地域政策学科 男 3 集落社会
14 地域政策学科 男 3 集落社会
 












2013年3月5日 全日：フィールド演習（移動：ワゴン車借り上げ）宿泊：Nguyen Hue Hotel






















ヴィエット フオン（Đỗ Thị Việt Hương）講師とフィール
ド演習実施地域に関する打ち合わせを実施
-











































に参加する教員 2 人が担当し，1 人は調査対象地域の概要をレクチャーするための講義準備，もう 1
人は調査地との調整を主に担当した。具体的な調整内容は，フエ大学の調査実施許可書をフールオ
表 5 フエ科学大学からの参加者の一覧 
所属 性別 調査グループ
1 地理地質学部 男 自然環境
2 地理地質学部 女 自然環境
3 地理地質学部 男 自然環境
4 社会学部 女 集落社会
5 社会学部 男 集落社会
6 地理地質学部 女 集落社会
7 地理地質学部 男 集落社会
8 地理地質学部 男 集落資源
9 地理地質学部 女 集落資源
10 地理地質学部 男 集落資源















写真 2 地域住民の方々との 
交流会の様子（1） 
（2013 年 3 月 7 日撮影） 
 
写真 3 地域住民の方々との 
交流会の様子（2） 
（2013 年 3 月 7 日撮影） 
 
写真 4 地域住民の方々との 
交流会の様子（3） 
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写真 4 地域住民の方々との 
交流会の様子（3） 
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6）。出発前に地形図を読図すること，また Google Earth の衛生画像を注意深く観ることで，おおよ
その予想をたてて現地入りした。調査対象地域は集落が典型的な列村景観をなし，地形分類の有効
性を知るのに適したフィールドであった。4 日目にはトゥアティエンフエ省の北東に広がる浜堤列
平野～海岸砂丘地を巡検した。Google Earth で広大な浜堤列平野が認められたためであった。 
調査メンバーは地域学部 3 年生 2 名，フエ科学大学の講師 1 名，院生 1 名，学部 2 年生 1 名，そ
してオーガナイザー小玉の計 6 名であった。車 1 台で移動可能であり，フィールドワークとして手
頃な人数と言える。 
地形景観および地形を構成する堆積物の観察を通じて，地形分類をおこなった。列村の地形的特
徴を把握するために，携帯型光波測距儀（Laser Technology 社製 Tru Pulse360）を用いて断面測量を
実施した。フエ科学大学のメンバーにとっては，はじめて扱う機器であったため，幾度か計測のや
 
図 3 フエ科学大学から調査地域までのルート確認 























図 4 レーサーチュン村の Google Earth 画像と地形分類結果および自然堤防の地形断面測量結果 


























































図 4 Le Xa Trung Village の Google Earth 画像と地形分類結果および自然堤防の地形断面測量結果 


























































図 4 Le Xa Trung Village の Google Earth 画像と地形分類結果および自然堤防の地形断面測量結果 




























1 :0 ～1 :30 砂浜海岸に到着し，景観観察および解説






15:30～17:30 報告会  
地　域　学　論　集　　第　10　巻　　第　１　号（2013）70 地域学論集 10 巻第 1 号(2013) 
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2) 自然堤防と後背湿地：集落は水田から 1m ほどの比高をもった微高地に位置していた。現河道
や旧河道に沿って，列状に微高地が存在した。微高地を横切る断面測量の結果は，明瞭な非対称性







































写真 5 洪水水位 
モニュメント 
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た。Le Xa Trung village で喫茶店を経


















写真 5 洪水水位 
モニュメント 












5) 浜堤列平野の巡検：図 6 に示すように，フエの北西部では潟湖（ラグーン）の内陸側に白色帯
と黒色水域が織りなす縞状地域（最大奥行き 8km）が広がる。そして潟湖を埋め立てた沖積平野（幅
3.6km）を挟んで北東側には淡黄白色の海岸砂丘（奥行き約 2km～6km）が展開する。この巡検は，






図 6 2013 年 3 月 7 日の巡検コースとコース北西側に広がる浜堤列平野 
および海岸砂丘の Google Earth 画像 
図 7 白砂からなる浜堤列平野の景観 
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図 7 白砂からなる浜堤列平野の景観 
（2013 年 03 月 07 日撮影 16°37'25"N，107°23'13"E） 
陸向き緩斜面と海向き急斜面を破線で加筆した。 



























調査のイメージは図 8 のとおりである。この “Style A” は最初の問題設定にもとづいてデータを






このグループのメンバーは日本人学生 6 名，ベトナム人学生 3 名の合計 9 名であった。それを日






































































写真 6 調査対象の家族を調整 
する村のリーダーとフエ科学大学
の教員たち 
（2013 年 3 月 5 日撮影） 
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表 8 集落社会調査グループのサブグループの問いと考察 
 
写真 8 調査中の B グループ 
（2013 年 3 月 6 日撮影） 
 
写真 9 調査中の C グループ 
（2013 年 3 月 7 日撮影） 
 
写真 7 調査中の A グループ 


































































































田邊（2010）と日本地誌研究所編（1989）の「メンタルマップ」の項および Gregory, D. et al., eds. (2009) 
の“mental maps/cognitive maps”を要約する事前課題を集落資源調査グループとして 6 名の日本人学
生に 2 月 2 日に課した。提出は 2 月 20 日とし，3 月 1 日にはグループ事前勉強会を実施した。あわ
せてベトナム側担当教員を介して英語でのメンタルマップの説明である Gregory, D. et al., eds. 













































































08:00-08:30  ・ ホテルを出発，レーサーチュン村へ移動
08:30-09:30
09:30-11:00  ・ 集会所でメンタルマップ（アンケート）調査の実施（住民3名を対象）
: - :
: - :  ・ 集会所でメンタルマップ（アンケート）調査の実施（住民3名を対象）
: - : 科 大学へ移動
: - :
: :  ・ ホテルを出発，レーサーチュン村へ移動











中 3 名，午後 3 名の合計 6 名の方に協力をいただいた。アン


































写真 11 集落地図作成 
のための調査の様子 








（2013 年 3 月 7 日撮影） 
 
写真 14 フエ科学大学での 
報告会の様子 






























































図 9 村長のメンタルマップ 





















































































































内のサブグループの編成についてである。今回は日本人とベトナム人学生数が 2 対 1 という比率だ
















































































グエン ヴァン タン（Nguyễn Văn Tận）学長，ハー ヴァン ハイン（Hà Văn Hành）副学長，グエン 
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